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教育振興会通信

教育振興会 会員の皆様へ

福山市立大学
教育振興会

会長　崎 谷　昭 彦

　この春らしい穏やかな気候に心が和む季節にあたり、教育振興会の会員の皆様には、ますますご
清栄のこととお喜び申し上げます。
　教育振興会は、本学の学生の保護者会として、大学設立から 15 年間、保護者が資金を出し合い、
学生の学業と生活をサポートしてまいりました。
　本年も新入生を迎え入れ、大学との連携を図りながら、学生たちが勉学に励めるよう、そして学
生自身が幅広い知識と経験を身につけ、将来の夢や希望の目標に向けて充実した学生生活を送れる
よう、様々な支援をしていきたいと思います。
　本会は、学生の課外活動、福利厚生、就職活動などの支援、および教育・研究活動の充実に必要
な援助を行うことを目的としています。
　コロナ過を通じての今、生活習慣の変化と著しい技術の発展により、これまでにはない新たな可
能性を手に入れる時代にあると思います。2024 年 6 月に小松安弘記念館が整備され学生たちはよ
り良い環境で学び、課外活動や交流の機会も増え、学生生活が一層豊かに、そしてより意義のある
時期を過ごしております。
　とても大切なこの学生生活において、課外活動や就職活動など環境の進化に応じた支援や援助を
行っていく必要があると思います。
　今後も本会の目的を達成するために、学生と大学（教員、事務局）をつなぐ架け橋として、教育
振興活動に邁進してまいります。
　最後に、本会活動へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
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特集   キャリア支援に向けた取り組み

アフターコロナの就職戦線で求められる「人物重視」とチャレンジ

福山市立大学  学長

佐藤　利行

教育学部長
大学院教育学研究科長

林原　慎

都市経営学部長
大学院都市経営学研究科長

渡邉　一成

　福山には江戸時代後期に活躍した菅茶山と
いう漢学者がいました。備後の出身であった
茶山は京都で学び、学業成っての後、郷里に
帰り子弟の教育に一生を捧げました。家の近
くに「黄葉夕陽村舎」という私塾を設け、多
くの後進の指導に励みました。有名な頼山陽
もこの塾で学んだ一人です。その菅茶山は、
冬の読書のようすを詠んだ次のような漢詩を
残しています。

雪擁山堂樹影深　雪は山堂を擁して樹影深く
檐鈴不動夜沈沈　檐鈴動かず　夜沈沈
閑収乱帙思疑義　閑かに乱帙を収めて疑義を
　　　　　　　　思う
一穂青灯万古心　一穂の青灯　万古の心

　雪は我が山の家をうずめ、木々の影が深く
黒々と見える。風もやみ軒端の風鈴も動かず、
夜はしんしんと更けてゆく。静かに取り散ら
かした書物を片付けながら、（読んでいた書
物の）疑問な点を考えている。（そうしてい

　保育・教育は、未来を創る仕事です。その
道を志す皆さんには常にチャレンジし、自ら
成長していく姿勢が求められます。なぜな
ら、子どもたちにとって最高の教育とは、「学
び続ける大人の姿」を見せることだからです。
大学生活では、新しい学びや実習、クラブや
サークル活動、ボランティアやアルバイト、
大学行事、研究など挑戦できる機会がたくさ
んあります。その経験は、やがて皆さんが社
会へ出たときに、自分を支える自信になりま
す。失敗を恐れずに挑み続けることで、視野
が広がり、より深い学びへとつながります。
　この春、11 期生が大学を卒業されました。
また、本学の多くの卒業生たちが、既に様々
な場所で活躍し、次の世代を育てる仕事や社
会に貢献する仕事に就いております。卒業生
たちは、本学で学ばれたことや大学時代に経

　都市経営学部の学生は、座学や少人数ゼミ、
実習科目等の授業、オープンキャンパスや大
学祭、サークル活動等の課外活動などを通じ
て、自主的・自立的な学びに、日々、取り組
んでおり、また、大学院生は各々の研究テー
マの考究に、真摯に取り組んできています。
　こうした状況下、今春も無事に、卒業生・
修了生を社会に送り出すことができました。
学生生活の集大成である卒業研究論文・修士
論文の作成や進路決定を経て、社会への第一
歩を踏み出す大切な節目に至った、たくまし
く成長した姿を見るにつけ、大変うれしく思
います。社会に出ても大学での学び・つなが
りを活かし、しっかりと社会人としての“初
めの一歩”を踏み出してほしいと願っており
ます。
　また４月からは、新入生等が新たな仲間に

ると）稲穂のような青白い灯火が、古えの聖
賢の心を照らしてくれるのである。
　菅茶山の時代、情報を得る手段としては古
えの聖賢が書き残してくれた書物を読むとい
うことでした。そうして読書をしている中で、
多くの疑問がわいてくるのでしょう。もちろ
んすべての疑問な点が解決されることはない
でしょうが、時に、あっそうか、と気づかさ
れることがあったと思います。
　今日、皆さんはスマホさえ有れば、あらゆ
る情報を瞬時に得ることができます。いわば
情報過多の時代です。こうした中で、何が正
しい情報なのか、何が今の自分に必要なもの
なのか、時にはそうした沈思熟考をする時間
を持つことも重要なのではないでしょうか。
　最後になりましたが、教育振興会の皆様の
ご支援に対して、心より感謝いたしますとと
もに、引き続いてのご協力を賜りますようお
願い申し上げます。

験されたことを礎として、次の成長のために
挑戦し続けています。
　皆さんは、未来の子どもたちの成長を支え
る大切な役割を担うことになります。保育士
や教師は、子どもたちに寄り添い、子どもた
ちの秘められた力を引き出すために重要な存
在となります。そのためには、専門的な知識・
技能だけでなく、柔軟な思考や豊かな人間性
も求められます。子どもたちを支える存在に
なるために、大学時代に挑戦する姿勢の基礎
を築き、生涯を通じて成長し続けましょう。
　最後になりますが、教育振興会のみなさま
には、日頃からのご支援に対して感謝いたし
ます。引き続き、ご理解とご協力を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。

加わり、本学での“初めの一歩”を踏み出し
ました。持続可能な都市・地域のあり方を学
際的に学ぶ都市経営学部は、地方中核都市・
福山ならではの演習・実習等による学びに取
り組み、全国から集まった同級生や先輩とと
もに、社会を生き抜く力・知識を蓄える充実
した４年間であってほしいと願っております。
　“初めの一歩”は緊張感につつまれ、なかな
か積極的に踏み出せないものです。私たち教
職員一同、引き続き、学生の自主的・自立的
な学び・活動を精一杯支え、力強く“初めの
一歩”が踏み出せるよう尽力してまいります。
　教育振興会の皆さまには、日頃からの学生・
教職員の諸活動へのご支援に対して心より感
謝申し上げるとともに、これからも変わらぬ
ご理解とご賛助を、よろしくお願い申し上げ
ます。

時にはゆっくり考えよう

生涯、「挑戦」と「成長」を続けるために

総力をあげて“初めの一歩”を支え続けます
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アフターコロナの就職戦線で求められる「人物重視」とチャレンジ

　福山市立大学では在学時の学びや卒業後の進路決定に関して、学生たちにどのような支援を行って
いるのか、また、どのような就職状況なのか、保護者の方々も特に関心がある点ではないでしょうか。
　本学で、学生のキャリア支援に関わっているキャリアデザインセンター（ＣＤＣ）にお話を伺いました。

1．2025 年 3 月卒業者（今春卒業の 11 期生等）の進路状況

　今春、第 11 期生が新たな進路を歩み始めました。昨年に引き続き、今春の卒業生も民間企業、

公務員、教育機関などの各方面において大きく健闘しており、好調な就職状況を実現しており

ます（P.5）。このような実りある成果を達成できている背景として、学生自身の努力は勿論あり

ますが、ひとえに教育振興会の皆様をはじめ、産業界、教育機関、各種団体などの皆様からの

ご支援・ご協力によるところが大きいと考えています。日頃より本学の就職活動にご協力頂い

ている関係者の皆様には、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

2．コロナ禍を経ていっそう早期化・厳選化してきた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「人物重視の採用」の状況における就職戦線

　経団連の「指針」・大学側（就職問題懇談会）の「申合せ」と関係省庁による要請に基づ

いて、3 月から企業説明会等をスタートし、面接等の選考が 6 月からとなっております ( 図 1)。

しかし、こうしたスケジュールはあくまでも指針・申合せ・要請であって、実は解

禁時期である３月以前よりエントリー（申し込み）を受け付ける企業や通年採用を

打ち出す企業も少なくありません。それに加えて、コロナ禍を経た今、人材不足も

相まって、採用の早期化が進むことで採用が絞られる形での「売り手市場」と「就職・

採用活動のオンライン化」が生じていることが指摘されています。また、２・３年

次におけるインターンシップが、民間企業においても、県庁や市役所など地方公共

団体においても学生と企業が直接接する機会として、ますます重要な意味を持つよ

うになってきています。このように現在の就職戦線は大きく様変わりしてきていま

す。

　この状況において何が問われているのでしょうか。企業の方によれば、実は数年

前のコロナ禍において「コロナ禍での採用・人事は企業にとってチャンスだ」と捉

える企業が少なくなかったそうです。その理由として、平素ならば様々な価値観や

考え方をもつ人がいる組織にあっても、景気後退の時期になると組織・人・家族の

ために懸命に貢献する人が強く求められ、生き残ることになるからだ、と言われま

す。つまりコロナ禍により「人物重視の採用活動」が進む形で、企業が求めている

本質的なことが顕在化したのではないでしょうか。このことはコロナ禍を経た現在

および今後も変わらないと予想しています。以上のことより、学生はまさに就職活

動という時期において組織・人・家族に本気で関わりそして柔軟に貢献する「人」

としての自己陶冶とチャレンジが求められています。このことは、企業・公務員・

教員志望を問わず強く求められています。

3．ＣＤＣにおける、大学全体での連携と企業との有効なパイプ構築による就職支援の取り組み

　激動する就職戦線において、CDC はチャレンジしています。これまで、“業界研究”“自己分析”“行動力・突破力の研鑽”に注力し様々な企

画を実施してまいりました。具体的には業界研究セミナー、公務員セミナー、教員セミナー、就職活動報告会など多岐にわたりますが、いずれ

も企業、福山市役所、現場教員、本学卒業生などの学外の関係者の皆様によるご支援・ご協力を頂き開催してまいりました。

　さらに特記すべきは、コロナ禍により多くの大学が公開講座の開催ができず苦慮していた時期においても、本学では「ピンチをチャンス」と

捉えて、備後さらには全国に名が轟くような「第一線の優良企業」数十社にご出展いただいての「学内合同企業説明会」を開催しております。

このような企画力は CDC の経験豊富なシニアスタッフのネットワークと尽力の賜物であることがセンター長としての誇りでもあります。

【図1】就職・採用活動開始のスケジュール

[出展]株式会社キャリタス・キャリタス就活より

https://job.career tasu.jp/guide/howto/schedule/ 

キャリアデザインセンター長
都市経営学部教授

長谷川　良二
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4．社会にはばたくにあたっての社会人力の形成にむけての取り組み

　学生が社会にはばたいた後、社会的課題に取り組むための事業や組織を立ち上げることを想定した「アントレプレナーシップ研修」を開設い

たしました。ベンチャー企業や NPO、また最近よく聞かれる企業内ベンチャーの立ち上げに必要な社会人力を養うことを目的としています。

　さらに、包括協定を結んでいる福山通運様と連携して 1 年生「オープンカン

パニー」を実施いたしました（写真３）。２、３年生で行われる通常のインター

ンシップとは別に、大学在籍中の早い段階で、企業や産業界の実際に触れるこ

とで、「働くとはどのようなことか？」「働きがいとは？」「職場とは？」といっ

たことを自らの中でしっかりと育んでもらうことを目的とした取り組みです。

このような取り組みは諸外国でも求められているところであり、今後も拡充さ

せていく予定です。

5．採用早期化の今、進路検討は学部２年の春期休暇から

　　～依然として継続する「売り手市場」の今、求められる覚醒した内発的動き

　コロナ禍において就職戦線は様々な未曾有の状況に直面しました。このような状況の大部分はコロナ禍を経た現在でも継続していると言えま

す。新卒者の「売り手市場」はコロナ禍での一時的な停滞を除いて依然として継続していますが、それにより企業は多様な人材確保のあり方を

模索しており、今後の就職戦線も楽観視できる状況ではありません。だからこそ今、学生にとって、より「覚醒」した自己陶冶と就職にむけた

準備・活動にチャレンジすることの意味合いがますます強くなっています。そのため学生の皆さんには、早いと思うかもしれませんが、学部２

年の春期休暇には概ねの方向を定めて、業界研究や企業研究、公務員試験や教員試験対策に着手していくことを強く願っています。実際、民間

企業等では学部３年次のインターンシップを利用して、就職解禁日に先駆けた形でより実質的な学生確保の取り組みがスタートしている状況が

あります。

　教育振興会の皆様におかれましては、CDC による取り組みの趣旨についてのご理解・ご賛同を頂戴しながら、そして CDC が実施する各種事

業やセミナー、ガイダンス等に学生が積極的に出席・参加できるようお導き頂き、また、ご家庭におきましては御子息・御息女のこれからの人

生での歩みと進路についてのお話し合いを進めていただけますと幸甚でございます。

　最後に、今後の教育振興会の皆様、ご父母の皆様、そして学生の皆さんのご多幸とご発展を心よりご祈念申し上げます。

　昨年度の開催状況を一部ご紹介しますと、７月には就職戦線の実情などを保護者の

方々にもご理解いただくことを目的に、教育振興会の皆様を対象とした「就職活動に

関する保護者説明会」を開催し、多くの方々にご参加いただきました（写真１）。さら

に３月には本学の学生のみを対象とした、備後さらには全国の「第一線の優良企業」

７４社による「合同企業説明会」を対面で開催し、民間企業等への就職を目指す学生

により充実した説明を受ける機会を提供しました（写真２）。今年度も引き続きこうし

た取り組みを実施することを予定しております。

　また、就職活動を円滑に進めるために、各種証明書発行手続きの制度的連携（CDC

と事務局）の強化、リアルタイムで就職状況が把握できるオンライン進路状況調査シ

ステムの導入などにより、学内の情報共有や事務手続きに関しても常に改善に取り組

んでいます。

特集　キャリア支援に向けた取り組み

写真 2：（左）学内合同企業説明会 開催について
（中央・右）学内合同企業説明会 当日の様子

写真 1：保護者説明会

写真 3：オープンカンパニー
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教 育 学 部 児 童 教 育 学 科

都 市 経 営 学 部 都 市 経 営 学 科

小 学 校
愛知県教育委員会、石川県教育委員会、愛媛県教育委員会、大阪市教育委員会、岡山県教育委員会、岡山市教育委員会
鹿児島県教育委員会、北九州市教育委員会、滋賀県教育委員会、東京都教育委員会、富山県教育委員会
兵庫県教育委員会、広島県教育委員会、福岡県教育委員会

特 別 支 援 学 校 北九州市教育委員会、広島県教育委員会

企 業 等 オープンハウス・アーキテクト、共立機械製作所、グッドスピード、グランシップ、社会福祉法人中野社会福祉協会
西日本旅客鉄道、御池鐵工所、リクシード

公 務 員 東近江市役所、広島市役所

保 育 所

出雲市公立保育、井原市公立保育、尾道市公立保育、観音寺市公立保育、キャレオス（きらめき保育園）
倉敷市公立保育、御坊市公立保育、山陽小野田市公立保育、社会福祉法人広島県同胞援護財団、高松市公立保育
周南市公立保育、たつの市公立保育、津市公立保育、和福祉会（のんの保育園）、東広島市公立保育、広島市公立保育
福山市公立保育、松江市公立保育、松山市公立保育

認 定 こ ど も 園
社会福祉法人岡北福祉会（柿の木こども園）、社会福祉法人鶴生会（内灘はまなすこども園）
社会福祉法人こくふこども園（こくふこども園）、社会福祉法人二葉福祉会（認定こども園二葉保育園）
社会福祉法人ゆたか（幼保連携型認定こども園すまいる）、認定こども園アイドル園、東近江市公立こども園

幼 稚 園 学校法人朝日学園（朝日塾幼稚園）、学校法人広島信望愛学園（広島マリア幼稚園）、学校法人広田学園（広田幼稚園）

福 祉 施 設 ウェルビー、合同会社シーレスト（こどもデイサービスはるの木）
社会福祉法人こぶしの村福祉会（児童発達支援センターひかり園）

企 業 等 adapt retailing、アインファーマシーズ、加茂繊維、ビームス、福山通運、Rush up

公 務 員 神石高原町役場

建 設 業 アイサワ工業、穴吹工務店、イビデングリーンテック、エクソル、大河内工務店、カスケホーム、大和ハウス工業
TOTO、ナカノフドー建設、日本興業、美建工業、ミサワホーム中国

製 造 業 イフジ産業、今治造船、宇仁繊維、宇部マテリアルズ、岡山村田製作所、北川鉄工所、サンワサプライ、Channel
タカヤ、常石造船、テラル、備前発条、ペンストン、ホーコス、ロックフィールド

電 気 ・ ガ ス
熱 供 給・ 水 道 業 福山ガス

情 報 通 信 業 アドバンスシステム、エースシステムズ、gifted、サンネット、CIC、経営管理センター、徳島新聞社
日立ソリューションズ西日本、ビーネックスソリューションズ

運 輸 、 郵 便 業 岡山土地倉庫、神原汽船、山陽海運、トモテツグループ、西日本旅客鉄道、福山通運

卸 売 業、 小 売 業
アイングループ、青山商事、あらた、アンフィニ広島、アースネット、イズミ、IDOM、ACN 中四国、倉敷青果
国分西日本、生活協同組合おかやまコープ、天満屋、電響社、ナフコ、仁科百貨店、バローホールディングス
広島トヨペット、広島マツダ、モリックスジャパン

金 融 業、 保 険 業 岡三証券、笠岡信用組合、ジブラルタ生命保険、第一生命保険、中国銀行、トマト銀行、ひろぎん証券
広島市信用組合、広島信用金庫、水島信用金庫、明治安田生命保険、両備信用組合

不 動 産 業、 物 品 賃 貸 業 カチタス、タカラレーベン、三井不動産リアルティ中国、良和ハウス

学 術 研 究
専 門・ 技 術 サ ー ビ ス 業

アジア航測、今川建築設計、インディゴグループ、国土防災技術、ジーリンクスタジオ、W-ENDLESS
地熱エンジニアリング、Days、パスコ、フジヤマ、復建調査設計、ロントラ

宿 泊 業
飲 食 サ ー ビ ス 業 グリーンホスピタリティーマネジメント、C-United、西武・プリンスホテルズワールドワイド

生 活 関 連 サ ー ビ ス
娯 楽 業 メディビューティー

医 療 、 福 祉 国立病院機構中国四国グループ

複 合 サ ー ビ ス 業 福山市農業協同組合、松山市農業協同組合

サ ー ビ ス 業
（ そ の 他 ）

穴吹ハウジングサービス、公益財団法人香川県スポーツ協会、タイズ、ダイヤクリーニング、トライトキャリア
日研トータルソーシング、日本中央競馬会

公 務 員
阿武町役場、綾川町役場、石川県庁、井原市役所、宇和島市役所、愛媛県警察本部、愛知県警察（事務）、岡山県警察
岡山県庁（公立学校事務）、尾道市役所、西条市役所、島根県庁、鳥取県庁、長崎県庁、福山市役所、松江市消防本部
守山市役所

そ の 他 日本年金機構

教育コース

保育コース
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学 友 会

学 生 団 体 連 合 会

大 学 祭 実 行 委 員 会

　こんにちは。学友会執行部です。
　私たちは福山市立大学の皆様が有意義な学生生活を送れることが出来るよう、日々活動しております。
　主な活動は学内活動と学外活動に分けられます。学内活動としては、春に新入生歓迎会や学生相談会の
実施、夏には各委員会の活動報告などを行う学生総会の開催、秋には学祭への出店、冬にはスポーツ大会
の準備を行いました。
　その他には、この度新設された小松安弘記念館の落成式に出席しました。学生だけでなく地域住民の皆
様に根差した施設になるよう活動していきたいと考えております。また、今年から自転車リユース事業を
再開しました。改善すべき点はまだまだありますが、たくさんの学生に使っていただけるよう努力しています。
　学外活動としては、福山市の交通事故防止運動や献血推進協議会等への参加など本学の代表として、地域社会とのつながりを念頭に置いた活
動をしています。
　まだまだ力不足の面はございますが、今後も引き続き皆様が安心して充実した学生生活を送ることが出来るように、学友会一同精一杯取り組
んでまいりますので、温かいご支援とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

　こんにちは。学生団体連合会執行部です。
　私たちは、サークル活動がより充実したものとなり、円滑に運営できるよう、現在 2 名で活動しています。
具体的には、月に１度の代議員会での各団体への連絡や物品支給、物品管理、新入生に配布されるサークル
紹介冊子の作成です。
　昨年度の活動といたしましては、学生団体連合会執行部では、前年度から引き続き、サークル活動がより
充実したものになるよう、改善できるところがないかを考え、取り組んでまいりました。具体的には、タイ
ムテーブルの手続きを各サークルが行いやすいよう改善を行いました。

　また、それぞれのサークル団体では、大会やイベント、ボランティ
ア活動に積極的に参加し、地域や他大学との交流が見られました。
　今年度は、より一層、各団体が地域と関わる機会を増やしていき、福山市立大学と地域のつながりを
増やしていけるよう、取り組んでまいります。まだまだ力不足ではございますが、皆様のご理解とご協
力、よろしくお願いします。

　こんにちは。大学祭実行委員会です。
　私たちは本学の大学祭である「港輝祭」の企画・運営を行っています。昨年度のコンセプトとして「New style」、テーマ「シン・開湊」を掲
げて活動してまいりました。昨年度は新しく小松安弘記念館が完成し 2 会場での開催、港輝祭初となるアーティストのコレサワさんによるゲス
トライブ、港輝祭のフィナーレを彩るスカイランタンなど様々な新しいことに挑戦しました。主な開催企画としては、例年好評をいただいてい
るお化け屋敷やビンゴをはじめ、新企画である夜市をイメージした射的や輪投げなどを行わせていただきました。初の 2 会場開催でしたが、教
育振興会様をはじめ多くの方々のご支援をいただき、無事終えることが出来ました。
　今年度は、ご来場くださる皆さまを笑顔にできる港輝祭を目指すとともに、地域の方とつながり、さらに盛り上げられるようなイベントにす
る 1 年にしたいと考えております。今後ともご理解とご協力のほど宜しくお願いいたします。
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　こんにちは。卒業企画実行委員会です。
　私たち卒業企画実行委員会は、卒業にかかわる事業 ( 卒業アルバムの制作、卒業記念品
の企画・管理等 ) を行っています。
卒業アルバムは学生生活をいつでも思い起こすことが出来るものを目指し、写真の選定を
行ってきました。撮影の際には、サークルやゼミのメンバーと楽しそうにしている姿が見
られ、素敵な写真を撮影することができました。
　また、2024 年度は昨年度に引き続き卒業記念品の制作と卒業パーティーを実施いたし
ました。卒業記念品においては、卒業生一人一人の好みに沿った物を渡したいという思いで案決めと制作の進行を行いました。卒業パーティー
においては、新型コロナウイルスの影響でサークル活動や学内生活が制限された時期が続いた学生の最後の思い出として、楽しい時間を過ごし
て欲しいという思いがあり開催する運びになりました。
　最後になりましたが、このような卒業生に向けた様々な事業を行うことができるのは、教育振興会からのご支援のおかげです。今後も活動へ
のご理解とご協力をお願い致します。

同 窓 会 事 務 局

　こんにちは。生協学生委員会 FOREST です。

　2024 年度も教育振興会の皆様のお力添えのおかげで、「組合員のよりよい大学生活」

を目指した生協を盛り上げる活動を滞りなく行うことができました。この場を借りて

御礼申し上げます。

　2024 年度は、様々な委員会、サークルの方々と協働し、全新入生を対象とした新入

生歓迎会を開催しました。初めてのことばかりで不安や心配事を抱えた新入生に対し

て、不安の解消、そして先輩や同じ立場の新入生同士での交流の場を作りました。また、

前年と同様、様々な企画を通して組合員の声を形にしたり、還元を行ったりしました。

2025 年度も変わらず組合員を誰一人取り残さない活動に尽力して参ります。

　今後ともご支援賜りますようお願い致します。

　こんにちは。大学アプリ運営委員会です。
　私たちは本学公式 Web アプリ「Focus」の運営を中心に、大学生活に役立つ情報の発信をすることで在
校生のキャンパスライフをより楽しくすることを目標に活動しています。Focus の内容としてはキャンパス
マップやサークル、委員会など本学に関わる情報の集約、発信を行っております。昨年度は、一昨年度から
継続している、在校生の学生生活における疑問点の収集・解消や、市内の飲食店取材を通じた地域情報の発
信といった活動を、一昨年度より積極的に行ってまいりました。
　今年度は、共に活動する仲間を増やし、地域の方々との交流を一層深めることで、大学生活に役立つ情報

の発信と、地域と在校生を結ぶ架け橋となることを目指して活動してまいります。
　今後とも活動へのご理解、ご協力のほどお願い申し上げます。

大 学 ア プ リ 運 営 委 員 会

卒 業 企 画 実 行 委 員 会

生 協 学 生 委 員 会

　私たちは、福山市立大学同窓会です。
　私たち福山市立大学同窓会は、卒業生の住所集め・管理など、同窓会活動の基盤づくりに取り組んできました。また、2024 年度は、同
窓会の設立 10 周年を迎えたことから、2 月 15 日に「福山市立大学同窓会 10 周年記念パーティー」を実施しました。

　当日は、1 期〜 10 期の卒業生だけでなく、現職の先生方、退職され
た先生方にもご参加いただき、久しぶりの再会に会話は弾み、笑い声
の絶えない賑やかな会となりました。また、卒業期を越え、交流した
り情報交換をしたりするなど、卒業生同士の繋がりをつくる機会にも
なりました。この繋がりを活かし、来年以降も活動を行っていきたい
と思います。
　これからも、卒業生にとっても、在学生にとっても魅力的な同窓会
活動を行っていけるように邁進して参ります。
　今後ともご支援のほど、よろしくお願いいたします。
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事 務 局 便 り

　　大学のホームページをご覧ください。

日々の学内のニュース（トップページ）を随時お知らせしております。   
ぜひご覧ください。

○教育振興会のページ： トップページ ⇒ 総合案内 ⇒ 附属施設・その他 ⇒ 教育振興会

○学内ニュース　　　： トップページ ⇒ ニュース：一覧

https:/ /www.fcu.ac.jp/

2025年度　キャンパスカレンダー

第 1 学期

第 2 学期 第 4 学期

第 3 学期

● 4月3日～4月9日 オリエンテーション
健康診断

● 4月4日 入学式
● 4月4日～4月15日 履修登録期間
● 4月10日 第1学期授業開始日
● 4月18日～4月22日 履修登録確認・修正期間
● 6月5日 調整日
● 6月11日 予備日・第1学期授業終了日

● 6月12日 第2学期授業開始日
● 6月12日～6月18日 履修登録変更期間
● 6月20日～6月23日 履修登録変更確認・修正期間
● 6月25日 第1学期成績発表日
● 7月19日 全学休講日
● 7月20日 オープンキャンパス（予定）
● 8月8日 調整日
● 8月12日 予備日・第2学期授業終了日
● 8月13日～9月21日 夏季休業期間
● 8月18日～8月22日 夏季集中授業期間Ⅰ
● 8月25日 第2学期成績発表日
● 8月25日～8月29日 夏季集中授業期間Ⅱ
● 9月1日～9月5日 夏季集中授業期間Ⅲ
● 9月8日～9月12日 夏季集中授業期間Ⅳ
● 9月16日～9月19日 夏季集中授業期間Ⅴ

● 11月26日 第4学期授業開始日
● 11月26日～12月2日 履修登録変更期間
● 12月4日～12月8日 履修登録変更確認・修正期間
● 12月5日 第3学期成績発表日
● 12月24日～1月4日 冬季休業期間
● 1月16日 全学休講日
● 1月17日～1月18日 大学入学共通テスト
● 2月3日 調整日
● 2月4日 予備日
● 2月5日 卒業論文発表日
● 2月7日 第4学期授業終了日
● 2月8日～3月31日 春季休業期間
● 2月9日～2月13日 春季集中授業期間Ⅰ
● 2月16日～2月20日 春季集中授業期間Ⅱ
● 2月25日 大学入試（前期日程等）
● 2月26日 第4学期成績発表日
● 3月1日 学内合同企業説明会
● 3月2日～3月6日 春季集中授業期間Ⅲ
● 3月12日 大学入試（後期日程）
● 3月13日 春季集中授業成績発表日
● 3月23日 学位記授与式

● 9月22日 第3学期授業開始日
● 9月20日～9月24日 履修登録変更期間
● 9月29日 夏季集中授業成績発表日
● 9月30日～10月3日 履修登録変更確認・修正期間
● 11月7日 全学休講日
● 11月8日～11月9日 港輝祭（大学祭）
● 11月19日 予備日
● 11月25日 調整日・第3学期授業終了日


